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FHIR仕様の階層の例

HL7 Internationalが定める
FHIR 基底仕様 R4.0.1

JP-CORE V1
（FHIR JP-CORE実装ガイド）

日本で使用する場合の共通的な制約や説明の追加

処方情報
FHIR仕様

健診結果報告
FHIR仕様

(例) JP-CCLIX(Compact Clinical
Information eXchange)

診療情報交換における仕様のコンパクト化

退院時サマリ
FHIR仕様

診療情報提供
FHIR仕様

ユースケースごとの仕様

(例)JP-CRIS (Compact Research
Information Set)

（例）臨床研究における仕様のコンパクト化

ユースケースごとの仕様
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テンプレート
入力票・
患者の
質問回答票

１時点での
医師による総合的
判断に基づく情報

看護情報提供
サマリー

問診票

診断書

主治医意見書

透析記録

手術記録

麻酔記録

臨床／文書
ユースケース

各診断レポート
死亡診断書

診療情報提供書退院時サマリー

健診結果報告書 処方情報 注射情報

検体検査情報
（含. 感染症情報）

傷病情報

アレルギー・
薬剤禁忌情報

JP-CORE V1
（FHIR JP-CORE実装ガイド）

多種の記録
の統合文書……

患者状態の
履歴情報

１時点
検査・観察情報

医療指示依頼情報

処置記録

主訴・身体所見

看護情報提供
サマリー

看護情報提供
サマリー

さまざまなユースケースにおける
記録・文書の一例とプロファイル・IGの策定

症例個票（他機
関への送信・提
出目的）

感染症届け

がんゲノム検査
臨床情報

各種オーダ情報各テンプレート
入力票

臨床研究用
入力票

各種の様式に
もとづく届出書

他機関への
提出票

JP-CORE V1準拠
ユースケースグループ別

共通プロファイル

JP-CORE V1準拠
ユースケースグループ別

共通プロファイル

JP-CORE V1準拠
ユースケースグループ別

共通プロファイル
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https://jpfhir.jp/fhir/eReferral/igv1/ 年内改訂予定

https://jpfhir.jp/fhir/eReferral/igv1/


5

https://jpfhir.jp/fhir/eDisSummary/igv1/ 年内改訂予定

https://jpfhir.jp/fhir/eDisSummary/igv1/
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https://jpfhir.jp/fhir/clins/igv1/ 暫定版公開中

https://jpfhir.jp/fhir/clins/igv1/
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https://jpfhir.jp/fhir/core/1.1.2/index.html （https://jpfhir.jp/fhir/core/index.html）2023/10/31 V1.1.2公開

https://jpfhir.jp/fhir/core/1.1.2/index.html
https://jpfhir.jp/fhir/core/index.html%EF%BC%892023/10/31%20V1.1.2
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https://jpfhir.jp/fhir/eInfectionReport/igv1/ 仕様書案

https://jpfhir.jp/fhir/eInfectionReport/igv1/
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https://std.jpfhir.jp/.  公式版へのリンクポータルページ
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https://jpfhir.jp/fhir/core/terminology/ig/.   JP-Core 1.1.2から間接的に参照している（近日公開）

https://jpfhir.jp/fhir/core/terminology/ig/


11

https://jpfhir.jp/fhir/eInfectionReport/igv1/

https://jpfhir.jp/fhir/eInfectionReport/igv1/
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https://jpfhir.jp/fhir/eInfectionReport/igv1/

https://jpfhir.jp/fhir/eInfectionReport/igv1/


13

ユースケースごとのImplementationGuide（IG）
を作成していくことの課題

• ユースケースごとに必要な情報の整理、FHIRへのマッピングは、
• その情報を取り扱う人が関わる必要がある。

• FHIRの全体像を理解し、主要なリソースとそのProfileを理解している人
が関わる必要がある。

• とりあつかう情報を誰が入力・作成し、誰がいつどこに提供し、誰がどの
ように利用するのか、という運用が存在しなければならない。

• 運用の課題などの実務を知る人が必要。

• ユースケースごとにIGを作成する専門性の排除と手間の省略化が
必要

• エクセルでやりとりする情報項目と説明文章を規定の様式で作成

• 自動変換により、IG雛形（FSHファイル群、markdown説明文、
GitHUBレポジトリへの格納）に変換し、IGドラフトを自動生成する。

Copyright(c)2023 by Kazuhiko Ohe
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みんなでユースケース別

IG作成の

ハンズオンセミナー合宿でもしたいネ。
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